
３　学校（教職員）の役割　
(1)　校長・副校長の主な役割
　　ア　対応委員会を設置し，「対応役割分担表」(様式1-3-1)を作成する。
　　イ　対応の総括責任者として，「管理指導表」（様式2-1-1）及び「取組プラン」(様式2-1-2または2-1-3)に基づく対応を最終決定する。
　　　　個人の食物アレルギーの状況や学校全体の状況，施設・設備等の状況も考慮して対応内容を決定する。

　　ウ　保護者との面談を実施し，学校としての基本的な考え方等を説明する。

　　エ　全教職員へ，｢取組プラン｣(様式2-1-2または2-1-3)及び「緊急時個別対応カード」(様式2-1-4)について周知徹底する。
　　オ　「食物アレルギーに関する研修・訓練の実施について」（資料6-2-3）に基づき，食物アレルギー対応委員会で検討・決定し，校内研修・訓練を1学期４月当初及び２学期に実施する。また，教職員が，食物アレルギーに関する研修を受講できるよう配慮する。
　　カ　献立案や対応献立表の内容を確認し承認する。
　　キ　献立や使用食材に変更が生じた場合は，変更内容を確認し，誤食・誤配のないように配慮するよう指示する。
　　　　親子調理校の場合は，受入校（中学校）にも連絡するよう指示する。

　　ク　緊急時には，情報収集，状況把握及び救急車要請などを判断し，役割分担に沿った的確な指示を行う。また，対応内容を，｢食物アレルギー対応等に係る報告について｣(資料3-6-1)に基づき学務課へ報告する。

　　ケ　ヒヤリ・ハット事例が発生した場合には，校長は，学校内でそれらの情報を共有し，食物アレルギー対応委員会において検証し，対策を検討する。
　　　　すべてのヒヤリ・ハット事例を，「情報共有レポート(食物アレルギー対応ヒヤリ・ハット）」（様式1-4-2）を使用し，学務課へ報告する。
 (2)　養護教諭の主な役割

　　ア　保護者との面談に参加し，食物アレルギーのある児童・生徒の状況を把握し，「管理指導表」（様式2-1-1），｢取組プラン｣(様式2-1-2または2-1-3)及び「緊急時個別対応カード」(様式2-1-4)について情報を共有する。

　　イ　「対応役割分担表」(様式1-3-1)に沿った対応を行う。

　　ウ　主治医，学校医，医療機関との連携を図り，応急処置の方法や連絡先を事前に確認する。

　　エ　緊急時には，「役割分担モデル」(資料3-2-1)に沿って対応する。[関連Ｐ32]
　　オ　すべての事故やヒヤリハット事例は，状況や問題となった原因，改善方法について校長・副校長に報告する。
(3)　学級担任の主な役割
　　ア　保護者との面談に参加し，食物アレルギーのある児童・生徒の状況を把握し，「管理指導表」（様式2-1-1），｢取組プラン｣(様式2-1-2または2-1-3)及び「緊急時個別対応カード」(様式2-1-4)について情報を共有する。
　　　　また，不在にする際は，サポートに入る教職員と十分な引継を行い，同等の対応ができるようにする。

　　イ　「対応役割分担表」(様式1-3-1)に沿った対応を行う。

　　ウ　緊急時には，「役割分担モデル」(資料3-2-1)に沿って対応する。[関連Ｐ32]
　　エ　食物アレルギーのある児童・生徒が，安全で安心な学校生活を送れるよう環境を整える。
　　オ　食物アレルギーについて，児童・生徒が正しく理解できるように指導を行う。
　　カ　すべての事故やヒヤリハット事例の発生状況や問題となった原因，改善方法について校長・副校長に報告する。
 (4)　栄養士の主な役割
　　ア　献立案や対応献立表を作成し，校長に報告して承認を受ける。[関連Ｐ6]

　　イ　保護者との面談に参加し，食物アレルギーのある児童・生徒の状況を把握し，「管理指導表」（様式2-1-1），｢取組プラン｣(様式2-1-2または2-1-3)及び「緊急時個別対応カード」(様式2-1-4)について情報を共有する。

　　ウ　「対応役割分担表」(様式1-3-1)に沿った対応を行う。

　　エ　緊急時には，「役割分担モデル」(資料3-2-1)に沿って対応する。[関連Ｐ32]
　　オ　給食の情報を保護者や他の教職員へ知らせ，毎月の対応を検討する。

　　カ　対応内容の協議，綿密な打合せ，「作業工程表」及び「対応カード」の確認等により，安全に配慮した食物アレルギー対応食を提供する。
　　キ　調理校（小学校）・受入校（中学校）間では，給食使用食材や食物アレルギーのある児童・生徒の原因食物等を情報共有し，事故防止に努める。
　　ク　調理校（小学校）で献立や使用食材に変更が生じた場合は，管理職への報告とともに受入校（中学校）へ速やかに連絡をする。
　　ケ　すべての事故やヒヤリハット事例は，状況や問題となった原因，改善方法に
ついて校長・副校長に報告する。
　　コ　中学校の栄養士においても，本マニュアルに基づき食物アレルギー対応を行う。
 (5)　給食調理員の主な役割

　　ア　食物アレルギーのある児童・生徒の状況を把握し，「管理指導表」（様式2-1-1），｢取組プラン｣(様式2-1-2または2-1-3)及び「緊急時個別対応カード」(様式2-1-4)について情報を共有する。

　　イ　「対応役割分担表」(様式1-3-1)に沿った対応を行う。

　　ウ　対応内容の協議，綿密な打合せ，「作業工程表」及び「対応カード」の確認等により，安全に配慮した食物アレルギー対応食を提供する。
　　エ　すべての事故やヒヤリハット事例は，状況や問題となった原因，改善方法について校長・副校長に報告する。
　　オ　調理業務受託事業者の調理員においても，本マニュアルに基づき食物アレルギー対応を行う。[image: image1.png]



ガイドラインＰ19，対応指針Ｐ41～45参照








PAGE  
2

